
第３回学術総会  

メインテーマ『生活習慣病、そのリスクと予防』 
大会長：金沢大学大学院 医学系研究科 環境生態医学 教授 荻野景規 

H11日（日）には一般公開講座が開催されます。 

自治医科大学 大宮医療センター 神経内科 教授 植木彰先生による講演 

「食事栄養によるアルツハイマー病の予防と治療」は是非ご聴講下さい。 

H会場では、栄養アセスメント、骨量測定、禁煙指導などのデモンストレーションもあります。 

 

日時：2005年 12月 10日(土)~12月 11日(日) 

場所：１０日（土）宇部全日空ホテル（山口県宇部市相生町 8-1） 

   １１日（日）山口大学医学部第３講義室（山口県宇部市南小串 1-1-1） 

 

【プログラム】 

◆◇◆12月 10日（土）◆◇◆ 

◎9：40~10：40 

座長：東京慈恵会医科大学 環境保健医学講座	
 教授 清水英佑 

特別講演 1．コエンザイム Q10 は予防医学に役立つか？  

／東京工科大学 バイオニクス学部 教授 山本 順寛 

 

◎11：00~12：00 

座長：鹿児島大学医学部 臨床検査医学講座 教授 丸山 征郎 

特別講演 2．心血管疾患とその危険因子−リスクファクター管理の重要性−  

／山口大学大学院 医学研究科 器官病態内科学 教授 松崎益徳 

 

◎13：30~16：30 

座長：山口大学大学院 医学系研究科 分子病態解析学 教授 谷澤幸生 

［シンポジウム］  肥満と生活習慣病：マルチプルリスクファクターの管理と疾病予防  

1．動脈硬化症はどのように起こるのか？−危険因子としての肥満と高脂血症− 

 ／東京大学医学部 糖尿病代謝内科 助手 大須賀淳一 

2．肥満はなぜ糖尿病に悪い？ 

 ／大阪大学大学院 医学系研究科 老年・腎臓内科学講座 講師 藤澤智巳 



3．日本人と肥満：沖縄の現状は日本の将来を予見する 

 ／豊見城中央病院 糖尿病生活習慣病センター 所長 田仲秀明 

4．生活習慣を変えることはできるの？−糖尿病予防研究から見えたもの− 

 ／名古屋大学医学部附属病院 総合診療部 講師 佐藤寿一 

5．特定保健用食品（トクホ）と予防医療 

 ／（株）総合医科学研究所 代表取締役社長兼 CEO 梶本佳孝 

 

◎16：30~17：30	
 一般講演（ポスター発表） 

 

◎17：30~18：30 

座長：山口大学学長 加藤	
 紘 

特別講演 3．高齢社会における保健、医療、福祉政策の展望  

	
 ／厚生労働審議官	
 辻哲夫 

 

◆◇◆12月 11日（日）◆◇◆ 

◎10：00~11：00 

座長：山口大学医学部人間環境予防医学講座(公衆衛生学)	
 教授 芳原達也 

市民公開講座 1．我が国における疾病予防の現状と対策 

	
 ／厚生労働省 雇用均等・児童家庭局 母子保健課長 佐藤敏信 

◎11：00~12：30 

座長：山口大学医学部 脳神経病態学（神経内科学）	
 教授 神田隆 

市民公開講座 2．食事栄養によるアルツハイマー病の予防と治療 

	
 ／自治医科大学 大宮医療センター 神経内科	
 教授 植木 彰 

 


